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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期

第３四半期連結
累計期間

第69期
第３四半期連結
累計期間

第68期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 8,798,812 8,113,182 11,118,257

経常利益 （千円） 673,094 443,779 584,332

四半期(当期)純損失（△） （千円） △83,409 △134,648 △6,278

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 410,273 103,597 294,088

純資産額 （千円） 7,308,124 7,265,596 7,195,464

総資産額 （千円） 16,834,828 15,429,238 15,342,303

１株当たり四半期(当期)純損失金

額（△）
（円） △0.19 △0.30 △0.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.8 26.6 27.7

　

回次
第68期

第３四半期連結
会計期間

第69期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

1株当たり四半期純利益金額又は　

１株当たり四半期純損失金額(△）
（円） 0.02 △0.06

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、1株当たり四半期（当期）純損失全額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第68期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次の

とおりであります。

＜製造供給事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜住宅関連事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜投資・流通サービス事業＞

平成23年４月より、フリージア・マクロス㈱が新たに投資・流通サービス事業を開始したため、当事業に加えておりま

す。

また、フリージアトレーディング㈱は、流通サービス事業を縮小し、投資・再生事業に注力しています。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により発生した、製品・部材等の供給制約が解

消し、生産・輸出の増加、消費の回復、復興需要による設備投資の増加など、景気は回復基調にあります。

しかしながら、震災後の落ち込みからの回復の一巡、円高による輸出の減少や海外経済の不透明感の強まりなど、

景気は足踏み状態が予想されます。

かかる情勢の下での当グループの経営成績は、売上高は、8,113百万円と前年同四半期に比べ685百万円（△

7.8％）減少しました。営業利益は、645百万円と前年同四半期に比べ143百万円（△18.2%)減少し、経常利益も、443

百万円と前年同四半期に比べ229百万円（△34.1%)の減少となりました。四半期純損失は、134百万円(前年同四半期

純損失83百万円)となりましたが、これは主に持分法適用関連会社の損失によるものです。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①製造供給事業

売上高は、2,353百万円と前年同四半期に比べ111百万円（△4.5%）減少し、セグメント損失は、26百万円（前年同

四半期セグメント利益48百万円）となりました。

売上高は、主にプリント基板等で74百万円減少し、セグメント利益は、主に、機械・機器で29百万円増加し、筐体・

プリント基板等で103百万円の減少となりました。

　

②住宅関連事業

売上高は、5,726百万円と前年同四半期に比べ378百万円（△6.2%）減少し、セグメント利益も、675百万円と前年

同四半期に比べ106百万円の減少となりました。

売上高は、住宅363百万円の増加に対して、不動産742百万円の減少、セグメント利益は住宅43百万円、不動産63百

万円と共に減少しました。

　

③投資・流通サービス事業

売上高は、299百万円と前年同四半期に比べ13百万円（4.7%）増加し、セグメント利益も、83百万円と前年同四半

期に比べ51百万円の増加となり、今後も順調に推移すると予想されます。

　

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ86百万円増加し、15,429百万円となりました。

主な要因は、受取手形及び売掛金、たな卸資産が増加したことなどによります。

また、負債は、前連結会計年度末に比べ、16百万円増加し、8,163百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買

掛金、未払法人税等が増加したことなどによります。

この結果、純資産は前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、7,265百万円となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 450,993,208 450,993,208
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 450,993,208 450,993,208－ －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 450,993,208 － 2,077 － 973

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式               842,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式           449,264,000 449,264 （注１）

単元未満株式 普通株式               887,208 － （注２）

発行済株式総数 450,993,208 － －

総株主の議決権 － 449,264 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式2,420,000株が、「議決権の数」の欄

には、証券保管振替機構名義の議決権の数2,420個がそれぞれ含まれております。

２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式291株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

フリージア・マクロス㈱
東京都千代田区外神田６－

８－３
842,000 － 842,000 0.18

計 － 842,000 － 842,000 0.18

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清流監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,185,792 1,002,320

受取手形及び売掛金 1,313,022 1,840,541

たな卸資産 3,379,718 3,563,990

短期貸付金 111,548 230,477

立替金 879,914 432,748

繰延税金資産 46,047 76,124

その他 453,914 482,588

貸倒引当金 △64,211 △55,878

流動資産合計 7,305,748 7,572,913

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,267,515 2,273,290

機械装置及び運搬具 517,808 551,355

土地 3,581,283 3,627,033

建設仮勘定 69,693 83,205

その他 116,708 116,958

減価償却累計額 △1,737,469 △1,865,586

減損損失累計額 △230,537 △230,537

有形固定資産合計 4,585,002 4,555,720

無形固定資産

借地権 317,020 317,020

のれん 635,464 567,830

その他 26,457 29,176

無形固定資産合計 978,942 914,027

投資その他の資産

投資有価証券 76,361 75,412

関係会社株式 1,918,131 1,776,613

長期貸付金 51,433 50,336

差入保証金 321,782 366,419

繰延税金資産 2,346 8,231

その他 138,761 129,288

貸倒引当金 △36,206 △19,725

投資その他の資産合計 2,472,610 2,386,577

固定資産合計 8,036,555 7,856,325

資産合計 15,342,303 15,429,238

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

 9/19



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 848,290 1,350,883

短期借入金 1,447,089 1,717,726

1年内返済予定の長期借入金 566,847 505,898

1年内償還予定の社債 512,500 286,000

未成工事受入金 513,166 265,486

未払法人税等 127,771 367,595

完成工事補償引当金 76,785 66,194

賞与引当金 25,600 60,815

営業外支払手形 910,661 555,507

その他 499,543 649,826

流動負債合計 5,528,256 5,825,933

固定負債

社債 210,000 240,000

長期借入金 1,583,607 1,500,762

繰延税金負債 84,812 87,579

退職給付引当金 125,272 135,756

その他 614,891 373,610

固定負債合計 2,618,583 2,337,708

負債合計 8,146,839 8,163,641

純資産の部

株主資本

資本金 2,077,766 2,077,766

資本剰余金 973,803 973,803

利益剰余金 1,223,269 1,079,865

自己株式 △18,170 △18,273

株主資本合計 4,256,669 4,113,161

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,579 △10,160

その他の包括利益累計額合計 △2,579 △10,160

少数株主持分 2,941,374 3,162,595

純資産合計 7,195,464 7,265,596

負債純資産合計 15,342,303 15,429,238
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 8,798,812 8,113,182

売上原価 5,533,399 4,990,144

売上総利益 3,265,413 3,123,038

販売費及び一般管理費 2,475,995 2,477,616

営業利益 789,417 645,422

営業外収益

受取利息 15,527 2,507

受取配当金 2,075 1,684

負ののれん償却額 9,120 9,120

その他 74,488 40,012

営業外収益合計 101,210 53,323

営業外費用

支払利息 68,355 70,115

持分法による投資損失 92,834 126,957

その他 56,343 57,893

営業外費用合計 217,533 254,966

経常利益 673,094 443,779

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,151 －

受取補償金 33,383 －

特別利益合計 36,534 －

特別損失

貸倒損失 1,006 －

固定資産除却損 19 0

投資有価証券評価損 3,472 2,845

その他 1,917 －

特別損失合計 6,416 2,846

税金等調整前四半期純利益 703,212 440,932

法人税、住民税及び事業税 203,061 366,460

法人税等調整額 77,901 △33,705

過年度法人税等 12,420 －

法人税等合計 293,384 332,754

少数株主損益調整前四半期純利益 409,828 108,177

少数株主利益 493,238 242,826

四半期純損失（△） △83,409 △134,648
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 409,828 108,177

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,760 562

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,316 △5,142

その他の包括利益合計 444 △4,580

四半期包括利益 410,273 103,597

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △83,304 △142,229

少数株主に係る四半期包括利益 493,577 245,827
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の40.87%から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については38.01%に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込ま

れる一時差異については、35.64%となります。この税率変更により、繰延税金資産（繰延税金負債の金額を控除した金

額）は、１百万円減少し、法人税等調整額は１百万円増加しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

手形割引高 手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高 130,295千円

営業外受取手形割引高 177,173千円

　 　

受取手形割引高 105,892千円

営業外受取手形割引高 434,895千円

受取手形裏書譲渡高 10,383千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。 

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 78,540千円 129,994千円

のれんの償却額 76,795千円 76,753千円

負ののれんの償却額 △9,120千円 △9,120千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 22,508 0.05平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 22,507 0.05平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 2,457,598 6,070,265 270,949 8,798,812

セグメント間の内部売

上高又は振替高
7,529 34,386 15,429 57,344

計 2,465,127 6,104,651 286,378 8,856,156

セグメント利益 48,661 781,849 32,018 862,528

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 862,528 　

セグメント間取引消去 3,684 　

のれんの償却額 △76,795 　

四半期連結損益計算書の営業利益 789,417
　

　

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 2,338,521 5,616,660 157,999 8,113,182

セグメント間の内部売

上高又は振替高
15,203 109,871 141,891 266,966

計 2,353,725 5,726,532 299,891 8,380,149

セグメント利益又は損失

(△）
△26,736 675,310 83,223 731,797

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 731,797 　

セグメント間取引消去 △9,621 　

のれんの償却額 △76,753 　

四半期連結損益計算書の営業利益 645,422
　

　

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません

　

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

16/19



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 0円19銭 0円30銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 83,409 134,648

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 83,409 134,648

普通株式の期中平均株式数（千株） 450,158 450,151

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

17/19



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年２月14日

フリージア・マクロス株式会社

取締役会　御中
 

清流監査法人
 

 
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士 安  田    裕      印

 

 
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士 小河原    崇生    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

フリージア・マクロス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成

23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フリージア・マクロス株式会社及び

連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経

営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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